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北九州市における
企業向けデジタル化支援施策

のご紹介
北九州市産業経済局

http://www.kitakyushu-museum.jp/resources/?ac=list&thema_id=5


生産年齢人口

人手不足に直面する北九州市

2015 2025       2035
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55.9
50.5

45.9

（万人）

生産年齢人口
２０年で１８％減少

見通し

生産性向上が
重要

（出典：総務省「国勢調査」(2015年）、国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」(2025,2035年)
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/san-kei/326_00002.html



調査結果（人手不足の状況）

人手不足の状況
十分確保 13％

ほぼ確保
33％

非常に苦労
23％
少し苦労
31%

人手不足がもたらす経営の状況

人手不足により
増産ができない
48.9％人手不足により 18.2％

生産維持ができない

人手不足により
事業存続が危ぶまれる 13.9％

その他19.0％

（出典：北九州市調査（平成３１年３月） 市内中小製造業278社から回答） 3



調査結果（ロボット導入実績）

検討したが
諦めた
5.5％

導入済み 17.9％
導入予定 3.3％

検討したことがない
73.3％

ロボット導入実績

（出典：北九州市調査（平成３１年３月） 市内中小製造業278社から回答） 4



調査結果（導入が進まない理由）

ロボット導入を諦めた理由

１ 費用対効果 46.7％

２ どこの工程で
使えるのかが 33.3％
分からない

３ ロボットの
情報に乏しい 33.3％

・相談体制
・人材育成
・コスト面
の支援が重要

5（出典：北九州市調査（平成３１年３月） 市内中小製造業278社から回答）



調査結果（ＤＸ化実績）

（出典：北九州市調査（令和２年８月） 市内中小企業536社から回答） 6

ＤＸ化実績

予定なし
５７．８％

導入済み・検討中
４２．２％



北九州DX推進プラットフォーム
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令和２年12月17日(木)
参加者
会 場 １１８名（ユーザー６８名、ベンダー２０名、その他３０名）
オンライン １０５名（ユーザー７９名、ベンダー１２名、その他１４名）

キックオフ会議



北九州DX推進プラットフォーム
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企業 メリット

ユーザー

①北九州デジタル化サポートセンター、及び
個別相談会による伴走支援、事業補助金
②研修等による人材育成
③専用ホームページでの情報提供
（成功事例、オンラインセミナー）
④北九州市内企業間の繋がりの構築

ベンダー

①新たな顧客獲得などのビジネスチャンス
②中小企業などのデジタル化推進動向の把握
③実証への参加

デジタル化やデータ活用等を提
案できるベンダー企業と活用を
検討する市内ユーザー企業をつ
なぐプラットフォームを創設

https://ktq-dx-platform.jp/

114社
登録済み

39社
登録済み



北九州デジタル化サポート事業

9https://ktq-telework.jp/

市内中小企業

北九州デジタル化サポートセンター
（北九州市・北九州デジタル化支援コンソーシアム）

IT機器等の導入
(国・県併せて500万円

の補助金など)

専門家派遣

国などの補助金
申請支援

デジタル化の疑問
・デジタル化の進め方
・ITシステムや機器の導入
・社内の既存ITツールの活用法
・社内制度の整備等に関する相談

市内中小企業に専門家を派遣し、国・県のIT導入補助金の活用を支援する
とともに、テレワークやデジタル化を進めるうえでの課題を解決する。

予算額・実績
（２月末時点）

受 付 ： ８１件
専門家派遣 ： １６９回

ローラー作戦の実施

テレワークやリモート営業などの
導入を進めるため、産業経済局を

挙げて市内中小企業に働きかけ。

・期間 ：8月3日～8月31日
・訪問企業数：５３６社
・ＤＸ導入済・検討中：226社
（42.2％）
・テレワークサポートセンター
活用検討：８２社
・補助金活用検討：７９社

Tel 093－695－3090



エグゼクティブ ビジネススクール
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第４次産業革命
への対応力を
経営トップ自らが
検討できる

日本で唯一の
ビジネススクール

https://www.kct.ac.jp/kigyou/business_school.html



北九州システムインテグレータネットワーク
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H30年度企業９社でネットワーク構築。現在17社のネットワークへ。
①地域の中小企業の生産性向上支援 ②北九州地域へのSIer集積、を目的に活動。
経産省 地域企業イノベーション支援事業に3年連続採択。

会長 (株)ドーワテクノス

副会長 (有)ICS SAKABE

副会長 ミシマ・オーエー・システム(株)

副会長 (株)リョーワ

2018入会 (株)オーネスト

〃 (株)ソルネット

〃 (株)マツシマメジャテック

〃 (株)YE DIGITAL

2019入会 (株)FAサポート

〃 (株)タイヨウ

〃 (株)ヘッズ

〃 松本工業(株)

2020入会 (株)イーモーション

〃 ビープラッツ(株)

〃 三島光産(株)

〃 (株)リベルタス・アドバイザリー

〃 KiQ Robotics(株)



ＡＩを活用したソーシャルディスタンス自動検知
北九州のシステムインテグレータ２社が共同して新システムを開発
開発企業：ミシマ・オーエー・システム、リョーワ

・北九州市の観光施設「関門海峡
ミュージアム」で実証中。

・施設内での確認だけでなく
出かける前に自宅から
でも確認可能。

・安心して施設利用が
できる。

・現在、更に機能拡張に向け開発中
①少ない人数でも「近づけば密」
「離れていれば密ではない」と
判定する機能

②「家族やカップルは近づいていても
密ではない」と判定する機能 12



サブスクリプションサービス
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中小製造業向けのロボット、AI、ERP
サブスクリプションサービス

https://www.kitakyu-sier.jp/



導入検討の各段階に応じた
きめ細かい導入支援

ＦＳ

• １件あたり最大２００万円（補助率 ２/３）
• 導入に向けた事前検証

実証

• １件あたり最大８００万円（補助率 ２/３）
• 未活用領域への導入実証

導入

• １件あたり最大５００万円（補助率 １/２）
• 産業用ロボットの導入

ロボット導入支援（FS,実証,導入補助）

http://www.ksrp.or.jp/fais/robot/news/archives/2020/0511_100000.html
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導入事例
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食品製造業にロボット活用
オーエーセンター

【生産性向上1.8倍】

自動車部品製造
戸畑ターレット工作所

【生産性向上13.8倍】



産業用ロボット支援センター開設(H25.9)
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・北九州学術研究都市（５号館）に開設
・安川電機ＯＢ，デンソーＯＢを相談員に中小企業を訪問
・導入補助金を交付
（H30年「第７回ものづくり日本大賞」九州経済産業局長賞受賞）



ロボット・AI・IoTを活用した生産性向上

http://www.ksrp.or.jp/fais/iac/project/iotai.html
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DX化に関する費用全般が対象。 R2年度は２６件採択。

デジタル化支援

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/san-kei/10100091.html18

事業名 中小企業のDX推進成長支援モデル事業

補助対象者 市内に事業所を有する中小企業

補助対象経費

DX化に関する費用全般
・人材育成・教育
・製品・サービス開発
・システム導入
・デジタル環境の整備

補助額 最大200万円(補助率2/3以内)



デジタル化支援（R2取組み事例）
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取組み事例 期待される効果

①製造現場での取組み
☑機器稼働状況の自動収集（IoT）
☑ペーパーレス化
・PC/タブレットでの入力
・生産計画等のデジタルサイネージ表示

・設備稼働状況の
見える化

・入力手間の解消
・情報の一元化

②会社全体での取組み
☑データ管理一元化（ERP）

・出退勤、販売、在庫、生産管理等各システムの連携

☑ペーパーレス化
・図面等のデジタル化 ・電子決裁システム

・部署間の情報共有、
技術継承が可能

・経営者による正確
・迅速な経営判断
が可能



デジタル化支援（R2取組み事例）
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取組み事例 期待される効果

③テレワークに関する取組み
☑テレワーク環境の整備

・クラウド化、ＰＣ端末整備

・業務継続が可能
・育児／介護が必要
な社員が活躍

④顧客との接点向上に関する取組み
☑webサイト改善
☑オンラインサービス
（商談会、AI検査、設備メンテナンス）

・マーケティング
強化による売上げ
向上

・新サービス創出に
よる売上げ向上



R3予算案（産業経済局）
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〇市内企業の求人開拓と人材採用を提案するマッチング支援員の配置
〇人手不足業種への就職に有利となる短期資格取得支援や職場体験の実施
〇ＷＥＢを活用した合同会社説明会や未内定学生相談会の開催

〇ため池の統廃合及び安全対策の実施
〇放置竹林対策
〇農林水産業のスマート化の推進

〇デジタル技術等の仕様を備えた次世代スマートビル
の建設に対する補助制度を新設

〇オフィスビル改修（感染症対策）の拡充
〇若者が就職を希望するＩＴ企業等の誘致を強化

１ ニューノーマルに対応した人や企業の取り込み 110,408,000千円

２ 就業支援による生活の下支えと人材確保 383,307千円

② 観光産業への支援と観光需要の回復を見据えた受入環境整備
② スタートアップ企業育成とロボット分野、中小企業への支援

〇ユーザー企業とベンダー企業をつなぐ
北九州市ＤＸ推進プラットフォームの運営

〇専門家による個別相談や企業訪問等の伴走支援
を行う北九州デジタル化サポートセンターを拡充

〇旅行予約サイト(OTA)を活用して、客室を割安で
販売し、市が差額を助成するキャンペーンを実施

〇小倉城庭園・国際会議場のライトアップ及び
皿倉山頂でのイルミネーション等の整備

〇消費喚起を図るため商店街等が発行するプレミアム付商品券
や飲食需要の喚起を図るプレミアム付食事券の発行を支援

【主な事業】
・新次世代スマートビル建設促進補助金 10,000千円
・オフィスリノベーション補助金（拡充） 10,000千円
（参考：９月補正350,000千円を令和3年度予算に繰越）
・お試しサテライトオフィス誘致促進事業 30,000千円

【主な事業】
・新スタートアップSDGsイノベーショントライアル事業 80,000千円
・ロボットテクノロジーを活用した地方大学・地方産業創生事業 203,000千円
・中小企業融資 110,000,000千円

【主な事業】
・中小企業のＤＸ推進支援事業 70,000千円

【主な事業】
・コロナ禍における早期再就職・正規就職支援事業 37,000千円
・コロナ禍における新卒者地元就職強化事業 14,000千円
・民間転職サイト活用U・Iターン促進事業 12,000千円

【主な事業】
・新 OTAを活用した宿泊キャンペーン事業 100,000千円
・新施設ライトアップ整備事業（皿倉、会議場、庭園） 53,000千円
・日本新三大夜景都市と産業観光コラボレーション事業 15,000千円

【主な事業】
・新黒崎応援プロジェクト 11,000千円

【2月補正で計上・令和3年度に繰越分】
・商店街プレミアム付商品券発行支援事業 547,000千円
・新北九州市プレミアム付食事券発行事業 300,000千円

〇本市が認定したベンチャーキャピタルが投資する有望な
スタートアップ企業の事業化に必要な費用の一部を補助

① ＩＴ企業誘致の強化

③ 中小企業ＤⅩの推進

３ 地域産業の活性化に向けた環境整備と支援 12,158,427千円

③ 農林水産業の振興

【主な事業】
・ため池関連整備事業 132,600千円
・放置竹林対策事業 33,615千円
・新農林水産業スマート化推進事業 10,000千円

① 商業・サービス産業の活性化

④ その他

【主な事業】
・MICE誘致推進強化事業 88,000千円
・ＴＧＣ北九州２０２１開催事業 35,000千円



R3予算案（概要）
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R3予算案（概要）
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R3予算案（概要）
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R3予算案（概要）
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R3予算案（概要）

26



R3予算案（概要）
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R3予算案（概要）
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R3予算案（概要）
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R3予算案（概要）
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R3予算案（概要）
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ありがとうございました。

北九州市は、
中小企業の皆さまの成長に向け、
・人材確保
・運用改善
・設備投資
・技術開発

等、様々な支援をさせていただきます。


